
 夢財団が補助を行っている子供食堂を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は，広島市南区宇品の「うじなこども食堂かもめ」

を訪問しました。主催者の⾧谷久美子さんは，元々広島

市中区で学習のボランティアをされていましたが，お住

いの南区の子供達にも居場所を作ってあげたいという

思いから，平成 30 年７月にこども食堂を始められまし

た。 

 ボランティアは，民生委員・児童委員・友人から募ら

れて，現在は 18 人が登録されています。それぞれのご

都合に合わせて，毎回 12～13 人が参加されています。 

会場は広島市が管理を行っている宇品公民館になり

ます。会場費が不要で，調理室があり，調理器具も揃っ

ている。また，宇品の中心部で子供達が集まりやすいと

いう理由でこの会場を選ばれました。 

補助金申請書における子供食堂の定員は子供 20 人，

大人 10 人ですが，今回はお弁当配布ということで，２

歳から 13 歳までの子供と保護者の合計 34 人が参加さ

れていました。 

参加費は子供無料，大人 200 円です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 今回は，県立広島大学健康科学科の４人の学生さんがボランティアとして参加されていました。 

 こちらの学生ボランティアは，こども食堂で募集されたのではなく，学生さんの方から，子供達と接してみた

い，コロナ禍で調理の授業が中止となり，実習をしたいとの理由で連絡があったそうです。今後もこのボランテ

ィアを続けたいと話されていました。 

コロナ禍以降は，お弁当の配布を行われています。 

今回は，45 食のお弁当を準備されていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 宇品公民館内には体育館があり，換気をしっかりと行いながら，バドミントンで遊ぶことができました。 

 また，同じ場所で写真３枚目にありますようにポップコーンの作り方を実演されており，子供達も興味

津々で集まっていました。 

今回のお弁当です。 

きのこの炊き込みご飯，豚の生姜焼き，サツマイモ

のレモン煮，ブロッコリーとキャベツの温サラダ，プ

チトマトです。 

このうち寄付でいただいた食材は，きのこ（フレス

タ宇品店さんからの毎月の寄付の一部）とサツマイ

モ・米（友人から）です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 広島市南区宇品公民館 

スタッフの数 15 人程度 

参加者数 子供・大人合わせて 32 人 

食事内容 
お弁当（きのこの炊き込みご飯，豚の生姜焼き，サツマイモのレモン煮，ブロッコリ

ーとキャベツの温サラダ，プチトマト） 

食 材 
お米，きのこ，豚肉，生姜，サツマイモ，レモン，ブロッコリー，キャベツ，プチト

マトなど 

目的 

地域の子ども，生活困窮世帯，ひとり親家庭，孤食の子ども，障害者に食事を提供

する。 

みんなで学習したり，遊んだりする中で地域ぐるみの子育てを支援する。 

 

 

おみやげには，当日体育館で作っ

たポップコーンやお菓子の詰め合

わせ，災害用の保存食である乾パン

が配られていました。 

お菓子の詰め合わせは，地元の保

険会社の SDGs の取り組みで寄付

をいただいており，乾パンは地元宇

品のフードバンクからの寄付との

ことでした。 

子供達だけでなく，保護者の方も

喜んでいました。 

最後に代表の⾧谷久美子さんから次の質問に回答をいただきました。 

○こども食堂の運営において，苦労していることはありますか。 

・後継者が見つからない。 

・開催日以外にも買い出しや寄付物資のお願いや受け取り，会計処理など雑用が多い。 

上記のことで苦労することもありますが，ボランティアの方々や参加者がいい人ばかりで，人間関係の

苦労が一切ないので幸せです。 

  

○これからこども食堂を始める方へのメッセージをお願いします。 

こども食堂を主催することで，自分が住んでいる町を知ることができます。町の人たちとの絆ができま

す。新しい人間関係も生まれます。事務手続きや調理の不安があるかもしれませんが，やってみましょ

う！子供達から元気がもらえます！楽しいですよ！ 



 

○収入 

科目 金額（円） 内訳 

寄付金   

参加費 33,000 大人 200 円×15 人×11 月 

助成金 80,000 ひろしまこども夢財団 

自己資金 230  

合 計 113,230  

○支出 

科目 金額（円） 内訳 

食材費 77,000 7,000 円×11 月 

消耗品費 18,000 
お弁当パック 11,000 円 

消毒，除菌剤，印紙代など 7,000 円 

備品購入費   

光熱水費   

会場使用料   

手数料 550 振込手数料 

通信費 1,000 郵便料金 

交通費 6,600 ボランティア交通費 

保険料 10,080 
ボランティア行事保険 

＠28 円×30 人×12 月 

合 計 113,230  

 

補助金の申請書によると，１食に係る食材費は約 230 円。消耗品費が１回開催で 1,600 円程度。 

その他，保険料やボランティアさんの交通費などが主な支出内容になります。 

会場使用料や光熱水費は，公民館を利用されますので無料になります。 

 


